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１２０ カラヴァッジェスキ 研究２ 

《酒場の情景》ジャコモ・マッサ 

      ２０２４ 

真鍋友範 

 

《酒場の情景》１６２０−１６４０は、近年ジャコモ・マッサの作品と位置づけ

られた作品だ。この作品に描かれたストーリーを読み解こう。 

 

【過去には、カラヴァッジョ展２０１６国立西洋美術館に於いて、蝋燭の光の

画家ジャコモ・マッサ？《酒場の情景》P６０として掲載されている。】 

 

     

      《酒場の情景》１６２０−１６４０ ジャコモ・マッサ 

 

１ ストーリー考察 

 若い夫婦が、酒場に立ち寄った。 

亭主は購入予定の酒の品定めのため、グラスを燭台の光に近づけ、勧められた

酒の品質を見極めようとしている。 
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一方、酒場の亭主は、違う酒を用意して、妻の方を見ながら、手の仕草で妻の

方に問いかけた。『よかったら、次回、あなたと二人だけでこのうまい酒を飲ま

ないか』と、【あなたと二人で、】を【指の動作で表現】した後に、続けて、描か

れているように、【酒瓶を指差しながら】女に対し、問いかけた。 

この問いかけに対し、妻は、ロザリオを握った手を掲げながら、その侮辱を表

現するポーズで返答した、という場面なのだ。 

 

 

つまり、一瞬の光景ではなく、順を追って、ストーリーが展開する動画だ。 

内容を段階的に正確に読み取る必要のある、【カラヴァッジョの開拓したコマ

送り動画表現のバロック絵画】なのだ。 

 

また、同時に、風俗画であり、ロザリオを手にしている点おいて、宗教教訓画

でもあるのだ。 

 

 

２ 細部表現から 

  

 

まず、この作品における紛らわしい部分は、とても多い。 

 

若い男の左手は、どこにあるのか。蝋燭台の方か、それとも、男の腰あたりの

カウンター部分に見える、財布を握った手か。どちらが若い男の手なのか。 

 

同時に若い妻の手は、どちらの方なのか。 

 

ここは、よく観察する必要がある。 
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判断の材料は、【カウンター付近にある布袋を持つ手の手首の角度】だ。 

若い妻の手なら、真っ直ぐ腕が下に向かっていることになり、手首が斜めにな

ることはないからだ。（参照：オレンジの円） 

 

次に、不明なのは若い妻の左手の黒っぽい、紐状のものだ。これはロザリオだ

ろうか。従って、燭台を掲げ持っているのではなさそうだ。 

ロザリオだとすれば、教訓画としての意味が強くなる。（イエローの円） 

 

この、【ほんの些細な表現】まで、しっかり見なければ判断出来ないという特

徴も、また、《聖マタイの召命》の特徴に重なる表現だ。 

 

          

＊イエスの【左手掌の状態】や、【横に一歩踏み出した右足】を見逃してはならない。 

 

次に不明確なのは、グラスの液体を熱心に眺めている若い男が左手に持つ現

在の財布にあたる布袋の形状だ。装飾の何かが付いているようだが、詳しくは判

らない。意味があるのか否かも、まだ不明だ。（オレンジの円） 

 

 

３ 読み取り時に補う必要のある身体動作 

この作品鑑賞において、極めて難しい点は、描かれていない部分の読み取りだ

ろう。 

上記にある、『よかったら、次回、二人だけでこのうまい酒を飲まないか』と、

【二人で】を【指の動作】で表現した部分は、直接には描かれていない。 

なぜなら、描かれている酒場の亭主の指差し動作だけでは、『この酒どうです
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か』の意味になり、妻の手に作られた侮辱のサインには、決して結びつかないか

らだ。 

 

このように、【描かれていない、行間を読む部分】こそ、カラヴァッジョの開

発したコマ送り動画表現（段階的な諸動作を読み解くこと）を、このカラヴァッ

ジェスキの画家ジャコモ・マッサは学び取っていた証拠なのだ。 

 

もう少し、詳しく解説しよう。 

 

カラヴァッジョの《聖マタイの召命》では、髭男の左手は【２段階質問動作】

だ。 

しかしながら、【質問の前半部分である『探しているのは、私ですか』の動作】

である【左手親指を自身の胸に当てる動作】は、直接には描かれていない。 

 

質問後半の『それとも、隣の眼鏡の人ですか』だけが、描かれている。 

 

表現  ＊髭男の左手に注目：【左手親指を自身の胸に当てる動作】は描かれていないが、 

   この状態の手の様子から、直前の髭男の左手の様子も認識しなければならない。 

 

カラヴァッジェスキの画家ジャコモ・マッサは、《聖マタイの召命》の本質的

なバロック絵画の革新的動画表現を正確に認識していた、正当なカラヴァッジ

ョの後継のコマ送り動画画家であった。 

 

つまり、ジャコモ・マッサは、カラヴァッジョのコマ送り動画表現を理解し、

自己の絵画に応用出来た数少ない才能あるカラヴァッジェスキ画家の一人であ

ったことになるのだ。 

 

 

 

つまり、ジャコモ・マッサの描く《酒場の情景》は、酒場店主の指差すポーズ

だけではなく、直前の酒場店主のポーズを観衆が読み取ることを前提に描かれ

るという点において、カラヴァッジョの《聖マタイの召命》と同じ【コマ送り動

画技法】を理解し、描かれた数少ない貴重な絵画であった。 
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